
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○アンケートで、「友だちに対して思いや
りの気持ちをもって優しくしていますか」
に対して肯定的な回答をした児童が８
０％以上

・道徳教育を中心とした全教育活動での
心の教育
・人権教室を通して児童の人権意識の
向上を図る。
・「あいさつ」や「心遣い」の指導を重視。
・「ふれあい道徳」など授業公開を通して
保護者の理解を深める。

B

・ふれあい道徳はどの学年でも実施すること
ができた。
・アンケート内容について，肯定的な回答が
80％を上回った。
・人権教室を行ったり，外部講師による講話を
聞いたりする機会を設け，人権意識の向上を
図った。

B

・子供たちがいけないことをしたときは、しっか
りと注意をされているところがよかった。
・子供たちの意見に耳を傾け、正しい方へ導こ
うとされている。
・あいさつは校内ではよくできている。校外で
の指導はもっと必要。

人権・同和教育担当
道徳担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇アンケートで、「なかよしの友だちがい
る」｢学校は楽しい」と答えた児童が８
０％以上
〇不登校傾向児童の数を前年度より減
らす。

・児童へのアンケートを実施し，いじめ等
の早期発見、早期解決に努める。（毎月
初めに実施）
・生徒指導協議会で，気になる児童につ
いては、情報を共有し，担任まかせにせ
ず学校として対応していく。

B

・不登校傾向の児童に対しては、定期的な家
庭訪問や電話連絡、外部機関との連携で対
応することができた。
・学校全体で組織として対応することができ
た。

B

・子供たちの内面をしっかりと見ながら導いて
もらいたい。

生活部
支援部

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童８０％以
上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒８
０％以上

・道徳や総合の時間に将来について考
える時間を設定し、将来の夢や目標、な
りたい人物像などを考えさせる。
・ 地域の方や地域ボランティアの協力を
得て、児童の体験活動を実施し、児童の
「地域を愛する気持ち」や「地域を誇りに
思う気持ち」を育成する。
（６年生を中心に実施）

B

・肯定的な回答をしている児童が多くをしめ、
自己肯定感の高まりが見られた。
・仕事調べや将来の夢について考える場で、
なりたい自分のイメージを思い描くことができ
た。
・地域の方はボランティアの協力のおかげで、
学校内だけでは体験できない学習をすること
ができた。

B
コミュニティスクール担当
特活部

●健康・体つくり

○「運動習慣の改善や定着化」
○「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

○授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒８
０％以上
○「健康に良い食事をしている」児童生
徒８０％以上

・昼休みの体育館開放による、運動遊び
の推奨。
・天気の良い日の、放送委員による外遊
びの呼びかけ。
・学期末に、クラスごとにアンケートを実
施。（紙・タブレット・挙手を学年の実態に
合わせて）
・日々の給食指導に加え、年４回の給食
週間を設け、全職員で指導を徹底する。

B

・毎日のように運動場や体育館で遊ぶ児童が
見られ、運動に親しんでいる様子が伺えた。
・給食時間や給食週間の取組を通して、食へ
の感謝の気持ちをもたせたり、好き嫌いなく食
べるように指導したりできた。アンケートでも成
果を確認することができた。

B

・子供たちの健康に留意した環境ができてい
る。
・寒くてもウイルス感染予防のため、喚起が実
施されている。
・元気で笑顔の子が増えている。活動力が向
上してきている様子が見られる。

保体部

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・時間外勤務時間調査を毎月20日に中
〆し，５０時間超の職員へのヒアリング
（声掛け）の実施。
・１９時１５分退勤、週末は１８時１５分退
勤とすることで、計画的な業務の効率化
を図る。
・持ち帰り業務の有無についても検証
し、全体的な業務量を減らす工夫をす
る。

B

・昨年度に比べて時間外勤務の時間はやや
減少している。
・時期によって、退勤時間過ぎても仕事をしな
ければならない状況もあった。その分、長期
休業や週末などは定時退勤を呼びかけるよう
にした。

B 管理職

○業務効率化の推進とコロナ禍におけ
る業務及びwithコロナを見据えた業務の
改善

○これからを見据えて学校行事の見直
しを行い、検討する。

・コロナ禍の状況の中でも実施できる新
しい行事の立案、これまでの行事の修
正を図る。
・コロナ禍で中止した業務を見直し、支
障のない行事については、そのまま削
減・縮小していく。

B

・アンケートをウェブで実施したり、入学説明
会をYouTubeで行うなどして、効率化をはかっ
た。
・児童にとって有意義な活動については継続・
充実させながら、より効率化できるようにして
いきたい。

B 管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○長松コミュニティの推進

○地域・保護者ボランティアの増加
〇児童による地域貢献

○昨年度のボランティア延べ人数を，コ
ロナウイルス感染症の流行状況に留意
しながら上回る。
〇地域の行事やボランティア活動に進
んで参加する児童を増やす。

・コミュニティー通信を地域の回覧で回し
たり，HPに掲載したりして，地域と共に
活動する輪を広げる。
・地域行事への参加啓発や，校区のゴミ
拾い活動を定期的に行う。

A

・ボランティア延べ人数は昨年度と同程度で
あった。様々な組織や団体に協力を依頼し，
体験活動を行うことができた。
・ごみ拾い活動を月１回実施し，地域の環境
美化への意識づけを図った。

A

・PRがもっとできるとよい。
・地道に努力している様子が伺える。

コミュニティスクール担当

○仲間づくりの実践

○コミュニケーションスキルの実践
○交流活動の実践

○アンケートで「仲良しの友だちがいる」
「困った時、はげましてくれる友達がい
る」の項目に対して肯定的な回答をする
児童の割合８５％以上。

・Ｑ－Ｕテストを活用し、児童の実態把握
に努め安心して過ごせる学級づくりに努
める。
・学年・学級でＳＣを活用した仲間づくり
の取り組みを行う。
・特別活動を中心に異学年交流の充実
を図る。

A

・アンケートでも肯定的な回答をした児童が８
５％を超え、多くの児童が友達と仲良く、楽し
い生活を送っている様子が伺える。引き続き、
全ての児童が安心して学校生活を送ることが
できるように、様々な取組を実施していきた
い。

A
支援部
特活部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・単元のゴールを意識できるよう学習計画をしっかり立てることで、児童が見通しをもって主体的に学習できるようなり、少しずつ成果が出てきている。明らかになった課題等については、日々の実践を通して改善し、学力向上を目指
していきたい。
・引き続き心の教育を充実させることで、児童が将来に希望をもち、毎日の学校生活を楽しく、安心して過ごすことができる環境を作っていきたい。
・保護者や地域の方々の協力を得て、様々な取り組みや活動を実践することができた。今後も児童にとっても教職員にとっても長松小学校という場を介して、充実した生活を送ることができるようにしたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・令和４年度も新型コロナウイルス感染症対策を取りながら教育活動を行ったが、一部の行事や交流などにおいて制限を設けたり、中止を余儀なくされたりした。しかし、一人一台タブレットを活用したオンラ

イン学習のための整備や教員の研修が進んだこともあり、対応できることも増えてきた。さらに、工夫改善しながら、児童の学びを止めない学習活動を提供していきたい。

・学力向上においては、共通理解のもと、研究を進め、一定の成果を上げることができた。教師一人一人が課題意識をもちながら、指導力向上に努め、児童の学力向上につなげていきたい。

・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、設定した退勤時刻を守ることが概ねできていたが、数字に表れない持ち帰りの業務などについても検証が必要である。

２　学校教育目標

【えがお】いっぱい　長松小　～創立１４８年　まつばのひしのほこりも高く～
　　　　　　考える力　自分の考えを伝えたり友だちの考えをわかったりすること
　　　　　　心の力　　人が生きる権利について考え、気づき、行動する気持ちをもつこと
　　　　　　体の力　　学校へ歩いて登校したり、食べ物について考えたりすること

３　本年度の重点目標

◎信頼される学校づくりとコミュニティスクールの推進

①心身ともにたくましい子（保体部）     ②当たり前のことができる子（生活部）

③みんなで伸びようと協力する子（特活部）  ④自ら学び，考える子（学習部）

学校名 唐津市立長松小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

〇単元で身に付ける資質・能力を明確
にした単元デザインを立てる。

○アンケートで，「見通しをもって学習し
た」「学んだ内容だけでなく、学び方につ
いて記述することができた」と肯定的な
回答をする児童８０％以上。

・学力向上のPDCAサイクルを回し、校
内研究を充実させ，個々の授業力の向
上を目指す。
・学習計画を立て，見通しをもって主体
的に学習に取り組むことができるように
する。
・学習内容や学び方を振り返ることで，
次の学習に活用できるようにする。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

B

・児童の課題に基づいて構想した授業を全学級で公開
した。
・単元のゴールまでの学習計画を立てることで，見通し
をもって学習する姿が見られた。
・アンケート内容について，肯定的な回答は80％程度で
あった。
・学習内容の振り返りはほぼできているが，学び方を振
り返ることについてはまだ課題が見られる。

B

・学習課題に対する意識をさらに高めると、向
上が期待できる。
・集中して学習に取り組んでいた。
・タブレットを使った授業や外国語の授業な
ど、これからの社会に役立つ内容でよかっ
た。

授業研究部


